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知
的
障
害
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
数
増
加
に
関
す
る
質
問
主
意
書

愛
知
県
立
春
日
台
養
護
学
校
の
平
成
二
十
三
年
度
児
童
生
徒
数
は
四
百
二
十
五
名
で
あ
り
、
全
国
公
立
知
的
障
害
養
護
学
校

の
中
で
七
番
目
に
児
童
生
徒
数
が
多
く
、
愛
知
県
内
で
は
四
番
目
に
多
い
。
今
年
度
も
四
月
の
時
点
で
四
百
三
十
名
を
超
え
て

お
り
、
翌
年
度
以
降
も
児
童
生
徒
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
教
室
数
の
不
足
等
、
施
設
、
敷
地
の
飽
和
問
題
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
過
大
化
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
知
的
障
害
養
護
学
校
の
過
大
化
の
解
消
に
関
し

て
、
現
状
お
よ
び
今
後
の
方
策
に
つ
き
、
以
下
四
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

全
国
の
知
的
障
害
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
お
よ
び
予
算
措
置
も
含
め
た
今
後

の
方
策
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の
見
解
を
伺
う
。

二

全
国
の
知
的
障
害
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
対
し
、
教
員
、
職
員
の
人
員
数
並
び
に
指
導
体
制
の
拡
充
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
お
よ
び
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の
見
解
を
伺
う
。

三

愛
知
県
立
春
日
台
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
お
よ
び
予
算
措
置
も
含
め
た
今
後

の
方
策
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の
見
解
を
伺
う
。

四

愛
知
県
立
春
日
台
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
対
し
、
教
員
、
職
員
の
人
員
数
並
び
に
指
導
体
制
の
拡
充
に
つ
い

一



て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
お
よ
び
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


